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Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
と
自
己
啓
発
の
実
態 

　
―
―
個
人
の
ニ
ー
ズ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か 

　
　
　
　
　
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
　
助
教
授
　
上
西
充
子 

 

　 １
． 

は
じ
め
に 

　
能
力
開
発
は
企
業
の
責
任
で
あ
る
と
同
時

に
そ
こ
に
働
く
個
人
の
責
任
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
。
本
稿
で
は
能
力
開
発
に
取
り
組
む
個

人
の
意
欲
と
、
個
人
か
ら
み
た
能
力
開
発
の

効
果
に
焦
点
を
あ
て
て
、
個
人
の
能
力
開
発

の
実
態
に
関
す
る
調
査
結
果
を
検
討
し
た
い
。 

  

２
． 

Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
受
講
機
会 

　  

は
誰
に
開
か
れ
て
い
る
か 

　
『
平
成
一
四
年
度
能
力
開
発
基
本
調
査
報

告
書
』（
日
本
労
働
研
究
機
構
二
〇
〇
三
年
）

の
従
業
員
調
査
に
よ
っ
て
ま
ず
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ

Ｔ
の
受
講
状
況
を
み
る
と
、
過
去
一
年
間
に

Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
（
通
常
の
仕
事
を
一
時
的
に

離
れ
て
行
う
教
育
訓
練
・
研
修
・
自
己
啓
発

は
除
く
）
を
受
講
し
た
者
の
割
合
は
三
二
・

一
％
で
あ
っ
た（
注
）。
お
よ
そ
三
人
に
一
人

が
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
を
受
講
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。 

　
も
っ
と
も
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
受
講
機
会
は

誰
に
で
も
同
じ
よ
う
に
開
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
属
性
別
に
受
講
者
の
割
合
を
み

る
と
、
男
性
（
三
五
・
七
％
）
と
女
性
（
二

三
・
七
％
）
で
は
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
開

き
が
あ
る
。
学
歴
別
に
み
る
と
中
学
・
高
等

学
校
卒
で
は
二
六
・
七
％
に
対
し
大
学
・
大

学
院
（
文
系
）
で
は
三
七
・
九
％
、
大
学
・

大
学
院
（
理
系
）
で
は
四
一
・
六
％
と
、
高

学
歴
者
の
方
が
受
講
者
の
割
合
が
高
い
。
役

職
別
で
は
「
部
・
次
長
相
当
職
以
上
」
が
三

八
・
〇
％
に
対
し
「
一
般
社
員
」
が
二
八
・

六
％
で
あ
り
、
役
職
が
高
い
者
ほ
ど
受
講
者

の
割
合
が
高
い
。
職
種
別
で
は
「
専
門
・
技

術
職
」
が
三
八
・
九
％
と
最
も
割
合
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
企
業
内
で
重
要
な
仕

事
を
任
さ
れ
て
い
る
者
ほ
ど
、
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ

Ｔ
受
講
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
受
講
の
機
会

は
ま
た
、
勤
務
し
て
い
る
企
業
の
規
模
に
も

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
規
模
が
大
き
い
企
業

に
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
ほ
ど
、
Ｏ
ｆ
ｆ
―

Ｊ
Ｔ
の
受
講
者
割
合
が
高
い
の
で
あ
る
（
正

社
員
数
三
〇
〜
四
九
人
規
模
で
は
二
五
・
七

％
、
三
〇
〇
人
以
上
規
模
で
は
四
六
・
五
％
）。

企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ

を
行
う
体
制
が
整
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

  

３
． 

だ
れ
が
自
己
啓
発
を 

　  

行
っ
て
い
る
の
か 

　
で
は
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
受
講
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
者
は
自
己
啓
発
に
よ
っ
て
そ
の
ハ
ン

デ
ィ
を
補
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
調

査
結
果
は
む
し
ろ
逆
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

同
じ
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
自
己
啓
発
」（
職
業

に
関
す
る
能
力
を
自
発
的
に
開
発
し
、
向
上

さ
せ
る
た
め
の
活
動
）
を
過
去
一
年
間
に
行

っ
た
者
の
割
合
は
三
三
・
二
％
で
、
こ
れ
も

Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
と
同
様
に
お
よ
そ
三
人
に
一

人
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
が
、
問
題
は
そ
の

内
訳
で
あ
る
。
自
己
啓
発
を
行
っ
た
者
の
割

合
は
、
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
受
講
者
で
は
四
七
・

四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
を

受
講
し
な
か
っ
た
者
で
は
二
六
・
一
％
。
Ｏ

ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
者
は

自
己
啓
発
も
行
い
、
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
な
い
者
は
自
己
啓
発
も
行
っ

て
い
な
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
だ
。

属
性
別
に
み
て
も
、
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
受
講
者

の
割
合
と
全
く
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
、
女
性

よ
り
も
男
性
の
方
が
、
よ
り
学
歴
の
高
い
者

の
方
が
、
役
職
の
高
い
者
の
方
が
、
ま
た
職

種
別
で
は
専
門
・
技
術
職
に
あ
る
者
が
、
自

己
啓
発
実
施
者
の
割
合
が
高
い
。
企
業
規
模

別
の
格
差
も
Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
場
合
と
同
様

に
大
き
い
。 

　
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。
よ
り
恵
ま
れ
た
立
場

に
あ
る
者
の
方
が
、
金
銭
的
に
余
裕
が
あ
る

か
ら
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
調
査
結
果
に

よ
れ
ば
、
自
己
啓
発
の
実
施
形
態
（
複
数
回

答
）
と
し
て
最
も
高
い
割
合
を
示
し
た
の
は

「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
専
門
書
・
パ
ソ
コ
ン

通
信
な
ど
に
よ
る
自
学
自
習
」
（
三
四
・
二

％
）
で
あ
り
、
次
い
で
「
社
内
の
自
主
的
な

勉
強
会
・
研
究
会
へ
の
参
加
」（
三
一
・
〇
％
）、

「
資
格
試
験
受
験
」（
三
一
・
〇
％
）、「
社
外

の
勉
強
会
・
研
究
会
へ
の
参
加
」（
二
五
・
三

％
）、「
通
信
教
育
の
受
講
」（
一
六
・
九
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
教
育
訓
練
機
関
や
様
々

な
団
体
が
実
施
す
る
講
座
・
コ
ー
ス
に
参
加

し
た
者
は
一
六
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

そ
れ
ほ
ど
お
金
を
か
け
な
く
て
も
、
自
己
啓

発
は
可
能
な
よ
う
だ
。 

　
で
は
、
時
間
的
な
余
裕
が
問
題
な
の
だ
ろ

う
か
。
確
か
に
、
『
平
成
一
三
年
度
能
力
開

発
基
本
調
査
報
告
書
』（
日
本
労
働
研
究
機
構

二
〇
〇
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
自
己
啓
発
に
あ

た
っ
て
の
問
題
点
と
し
て
最
も
高
い
割
合
で

あ
げ
ら
れ
た
の
は
「
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の

余
裕
が
な
い
」
と
い
う
事
情
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
「
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が
な

い
」
と
い
う
の
は
、
自
己
啓
発
を
行
わ
な
か

っ
た
者
に
と
っ
て
最
も
問
題
で
あ
る
（
複
数 
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回
答
で
四
五
・
九
％
）
と
同
時
に
、
自
己
啓

発
を
行
っ
た
者
に
と
っ
て
も
最
も
問
題
で
あ

る
（
複
数
回
答
で
三
八
・
九
％
）
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
忙
し
さ
は
、
果
た
し
て
自
己
啓

発
を
行
わ
な
い
理
由
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
『
平
成
一
四
年
度
能
力
開
発
基
本
調

査
報
告
書
』
で
は
最
近
一
週
間
の
就
業
時
間

（
残
業
を
含
む
）
を
尋
ね
、
自
己
啓
発
の
実

施
状
況
と
ク
ロ
ス
さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
図

１
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
ど
う
や
ら
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
者
は
忙
し
く
て
も
自
己

啓
発
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

　
自
己
啓
発
の
目
的
は
『
平
成
一
四
年
度
能

力
開
発
基
本
調
査
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、「
現

在
の
仕
事
に
必
要
な
知
識
・
能
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
」
と
す
る
者
の
割
合
が
最
も
高
く

七
三
・
二
％
、
次
い
で
「
資
格
取
得
の
た
め
」

三
八
・
一
％
、
「
将
来
の
仕
事
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
備
え
て
」
三
七
・
〇
％
と
な
っ
て

い
る
。
自
己
啓
発
は
必
ず
し
も
転
職
や
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
目

の
前
の
仕
事
を
き
ち
ん
と
こ
な
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
行
っ
て
い
る
の
が
実
際
の
よ
う
だ
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
よ
り
重
要
な
仕
事
、
よ
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
る

人
の
方
が
、
た
と
え
忙
し
く
て
も
自
己
啓
発

を
行
う
、
と
い
う
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
そ

し
て
調
査
結
果
は
、
そ
の
よ
う
な
予
想
と
整

合
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

  

４
． 

当
面
の
キ
ャ
リ
ア
展
望
の 

　  

重
要
性 

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
忙
し
さ
は
い
い
わ

け
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
言
い
た
い

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
目
を
向
け
た
い
の
は
、

Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
ず
、
自

己
啓
発
の
意
欲
も
低
い
人
た
ち
で
あ
る
。『
平

成
一
三
年
度
能
力
開
発
基
本
調
査
報
告
書
』

に
よ
れ
ば
、
定
着
・
転
職
志
向
を
尋
ね
た
項

目
に
対
し
、
「
将
来
の
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
が
、
自
己
啓
発

実
施
者
で
は
一
三
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

自
己
啓
発
非
実
施
者
で
は
二
一
・
八
％
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
『
平
成
一
四
年
度
能
力

開
発
基
本
調
査
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
自
分

自
身
の
職
業
生
活
の
設
計
に
つ
い
て
、
自
己

啓
発
実
施
者
で
は
「
自
分
で
よ
く
考
え
て
き

た
」
者
の
割
合
が
比
較
的
高
い
一
方
で
、
自

己
啓
発
非
実
施
者
で
は
「
会
社
に
ま
か
せ
て

き
た
」
者
の
割
合
が
比
較
的
高
く
な
っ
て
い

る
（
図
２
）
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
見
る
と
、

自
己
啓
発
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
人
た
ち
は
、

「
な
り
ゆ
き
ま
か
せ
」
の
傾
向
が
比
較
的
強

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
展
望
が
開
け
れ
ば
、
彼

ら
の
能
力
開
発
の
意
欲
も
高
ま
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
直
接
検
討
で
き
る
調
査
結
果
は

手
元
に
は
な
い
。
が
、
手
が
か
り
に
な
り
そ

う
な
調
査
結
果
は
あ
る
。
『
平
成
一
三
年
度

能
力
開
発
基
本
調
査
報
告
書
』
で
は
、
「
上

司
が
あ
な
た
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
指
導
・

指
示
」
（
複
数
回
答
）
を
尋
ね
、
そ
の
う
ち

も
っ
と
も
効
果
的
だ
っ
た
方
法
を
尋
ね
て
い

る
。
そ
の
結
果
は
図
３
の
通
り
で
あ
る
。
上

司
は
様
々
な
指
導
・
指
示
を
行
っ
て
い
る
が
、

最
も
効
果
的
で
あ
っ
た
と
個
人
が
考
え
て
い

る
の
は
「
特
定
の
仕
事
に
つ
い
て
責
任
を
与

え
る
」
二
〇
・
〇
％
、
「
仕
事
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
」
一
六
・
七
％
、
「
よ
り
レ
ベ

ル
の
高
い
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
」
一

四
・
五
％
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

自
分
の
職
業
能
力
の
限
界
を
少
し
超
え
る
課

題
を
与
え
ら
れ
た
と
き
に
、
人
は
み
ず
か
ら

の
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
と
き
人
は
、
上
司

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
り
、
必
要
に
直
結

し
た
研
修
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
み
ず

か
ら
具
体
的
な
課
題
の
解
決
の
た
め
に
自
己

啓
発
を
行
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
。 

 

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
能
力
開
発
の
意

欲
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
中
長
期

的
な
キ
ャ
リ
ア
展
望
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
「
当
面
の
」
キ
ャ
リ
ア
展
望
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
今
の
自
分
に
は
何
が

で
き
ず
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は

自
分
の
活
躍
の
場
は
ど
う
広
が
る
の
か
」
を

個
々
人
が
具
体
的
に
把
握
で
き
る
こ
と
、
そ

れ
が
で
き
れ
ば
、
能
力
開
発
の
意
欲
が
高
ま

り
、
効
果
的
な
能
力
開
発
が
可
能
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な

当
面
の
キ
ャ
リ
ア
展
望
は
、
詳
細
な
「
職
務

要
件
の
明
確
化
」
や
、
信
頼
性
の
定
か
で
な

い
個
人
の
能
力
の
「
市
場
価
値
測
定
」
な
ど

を
行
わ
ず
と
も
、
用
意
す
る
こ
と
は
で
き
る

は
ず
だ
。 

  

（
注
）
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
は
厚
生
労

図1 自己啓発を行った者の割合（残業を含む就業時間別） 
50 
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国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
、
六
月
に

開
催
し
た
第
九
二
回
総
会
で
、
人
材
開
発
（
教

育
、
訓
練
及
び
生
涯
学
習
）
に
関
す
る
新
勧

告
を
採
択
し
た
。 

 

勧
告
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ
Ｔ
化
に
よ

る
労
働
市
場
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
背

景
に
、
一
九
七
五
年
採
択
の
第
一
五
〇
号
勧

告
を
改
訂
し
た
も
の
。
内
容
は
、
①
人
的
資

源
開
発
・
訓
練
政
策
の
内
容
②
教
育
・
訓
練

政
策
の
開
発
及
び
実
施
③
教
育
及
び
雇
用
前

訓
練
④
就
業
者
・
失
業
者
の
能
力
開
発
⑤
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
と
社
会
参
加
に
向
け

た
訓
練
⑥
技
能
の
認
定
・
認
証
の
枠
組
み
⑦

訓
練
提
供
者
⑧
進
路
指
導
及
び
訓
練
支
援
サ

ー
ビ
ス
⑨
人
材
開
発
、
生
涯
学
習
及
び
訓
練

に
お
け
る
調
査
⑩
国
際
技
術
協
力
―
―
と
多

岐
に
及
ぶ
。 

 

新
勧
告
で
は
、
労
働
者
能
力
の
向
上
を
、

雇
用
可
能
性
（
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
）

の
形
成
に
不
可
欠
な
も
の
と
位
置
づ
け
、
従

来
職
業
訓
練
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
人
材
開
発

の
対
象
を
、
職
業
能
力
開
発
や
生
涯
教
育
に

も
拡
大
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
踏
ま
え
、
技
能

の
国
際
的
認
証
の
枠
組
み
や
資
格
の
国
際
的

可
搬
性
（
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
に
関
す
る
規

定
を
新
た
に
盛
り
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
人
材

養
成
の
促
進
に
向
け
た
政
労
使
の
積
極
的
な

関
与
を
求
め
、
社
会
的
対
話
と
団
体
交
渉
の

強
化
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
る
点
も
特
徴
的

だ
。
こ
の
う
ち
、
資
格
の
可
搬
性
に
つ
い
て

は
、
各
国
の
技
能
レ
ベ
ル
の
乖
離
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
事
実
上
い
か
に
運
用
し
て
い
く

か
が
課
題
と
な
る
。 

 

ま
た
、
人
材
開
発
分
野
で
の
国
際
的
な
技

術
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
新
た
に
「
頭

脳
流
出
」
問
題
に
関
す
る
規
定
を
追
加
。
熟

練
労
働
力
喪
失
に
よ
る
発
展
途
上
国
へ
の
悪

影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
国
際
的
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
構
築
や
、
発
展
途
上
国
へ
の
人
材
開
発

を
目
的
と
し
た
資
金
援
助
の
強
化
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
（
新
勧
告
の
詳
細
は
、
六
一
頁
） 

 

な
お
、
人
材
開
発
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
国

際
労
働
基
準
に
は
こ
の
ほ
か
、
第
一
四
二
号

条
約
（
人
的
資
源
開
発
）
、
第
一
四
〇
号
条

約
（
有
給
教
育
休
暇
）
な
ど
が
あ
る
（
日
本

は
第
一
四
二
号
条
約
の
み
批
准
済
）。 

　
　
　
　 

（
国
際
研
究
部
　
戎
居
皆
和
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勧
告
は
六
一
頁
） 

Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
人
材
開
発
に
関
す
る
新
勧
告
採
択 

働
省
か
ら
の
委
託
調
査
で
あ
り
、
平
成
一
三

年
度
と
平
成
一
四
年
度
は
日
本
労
働
研
究
機

構
（
現
　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
）
が

実
施
し
た
。
平
成
一
五
年
度
に
つ
い
て
は
三

井
情
報
開
発
㈱
総
合
研
究
所
が
実
施
し
、
厚

生
労
働
省
よ
り
二
〇
〇
四
年
五
月
二
七
日
付

け
で
結
果
概
要
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
平
成
一
五
年
度
調
査
に
つ
い
て
は
詳
細

結
果
が
現
段
階
で
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

本
稿
は
平
成
一
三
年
度
調
査
お
よ
び
平
成
一

四
年
度
調
査
の
従
業
員
調
査
結
果
に
基
づ
い

て
い
る
。
両
調
査
と
も
、
調
査
対
象
は
、
従

業
員
規
模
三
〇
人
以
上
の
企
業
に
勤
務
す
る

従
業
員
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
一
三
年
度
調

査
お
よ
び
平
成
一
四
年
度
調
査
に
つ
い
て
は

http://w
w
w
.jil.go.jp/seika/seika.htm

よ
り
報
告
書
全
文
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

上
西
充
子
（
う
え
に
し
　
み
つ
こ
） 

 

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
助
教

授
。
一
九
九
五
年
一
〇
月
よ
り
二
〇
〇
三
年

三
月
ま
で
、
日
本
労
働
研
究
機
構
（
現
　
労

働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
）
に
て
研
究
員
。

そ
の
間
、
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」（
平
成
一

三
年
度
お
よ
び
一
四
年
度
）
の
企
画
・
実
施
・

分
析
に
も
携
わ
っ
た
。
主
な
著
書
に
、
小
杉

礼
子
編
『
自
由
の
代
償
／
フ
リ
ー
タ
ー
』（
共

著
、
日
本
労
働
研
究
機
構
二
〇
〇
二
年
）、

連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
『
若
者
の
職
業

選
択
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
調
査
研
究

報
告
書
』（
共
著
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。 


